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しずおか                                           ２０１８年 ９月 ３０日            

県勤協連ニュース    ３３７号 
                     

静岡県勤労者協議会連合会 

                    TEL・FAX 054-273-5130 

          ホームページ   http://www.kinrokyo.net/shizuoka/ 

                 Ｅ－メールアドレス shizuoka@kinrokyo.net  
 

２０１８年度静岡県勤協連第３回幹事会 
 

 県勤協連は９月２２日（土）労政会館会議室で第３回幹事会を開催し、当面する課題と活動を決定

しました。その内容は次の通りです。 

 

１．日本勤労協第３回幹事会報告（９／１７） 

 

２.第５６回県勤協連研究集会の開催 

①日  時 １１月１６日（金）１３：３０～１５：３０ 

②場  所 静岡労政会館５Ｆ 視聴覚室 

③講  師 静岡県危機政策課担当者  演題は別途 

④参加規模 ３０名 

 

３．２０１８年度東部ブロック勤労協研究集会の開催 

①日  時 ２０１９年３月初旬 １０：００ 

②場  所 ラ・ホ－ル富士 

③講  師 富田 英司氏（静岡・沖縄を語る会事務局長） 

④演  題 沖縄問題（仮称） ⑤参加規模 ２０名 

 

４．日本勤労協財政支援の物資販売 

静岡県連の販売目標は２２０個で２０１９年３月末までの取組みとします。 

 

５．当面の日程 

①県勤協連２０１８年度第４回幹事会 １２月１４日（金）１５：００ 

②第５６回県政懇談会 ２０１９年２月 

③県勤協連第５７回定期総会 ２０１９年６月１５日（土）「１１／１確定」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日本勤労協第２９回全国総会 開催日程 

◆開催日時 ２０１９年９月２９日（日）１４：００ ～９月３０日（月）１１：３０ 

◆開催会場 ことひら温泉「琴参閣」（２００５年５月に開催したホテルです） 

      〒766-0001 香川県仲多度津郡琴平町 685-11  ℡ 0877-75-1000 

◆参加費  １５０００円 

◆総会規模  約１００名 

※香川県勤労協に準備をお願いします  
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☆三島市勤労協 

秋の会員親睦バス旅行 
～山梨県（牧丘のブドウ狩りと富士山世界遺産センター）へ～ 

 

三島市連合勤労協では 9月 22日（土）に会員親睦と

して 44名で山梨県山梨市牧丘の御幸農園で（巨峰・甲

斐路）を試食しながら、宅急便でブドウを送る人など

会話も弾み、楽しい時間を過ごしました。  

次はキムチ専門店（昇谷）でキムチの試食と買物で

す。昼食は石和温泉ホテル慶山でバイキング料理を腹

一杯食べました。昼食の後は甲府（シャトー酒折）で

工 場 見 学

と 試 飲 と

続 き 最 後

は 富 士 宮

（ 静 岡 県

富 士 山 世

界遺産センター）見学のコースでした。 

三島を出発する時は霧雨の中でしたが、山梨県に入る頃

は悪天候が嘘のように晴れ渡り絶好の行楽日和になりま

した。 

沢山のお土産と楽しい思い出を乗せて、バスは 19 時に

は無事に三島に着きました。 

                                  （通信員 山田信昭） 

 

☆静岡地区勤労協 

幹事会で当面の活動を確認 
 

静岡地区勤労協は９月２８日（金）１０時から労政会館で幹事会を開催し、当面する①第５６回県

勤協連研究集会②日本勤労協物資販売（喜多方ら－めん）などの取組みについて確認しました。 

無料法律生活相談（第３四半期） 

◆相談日 １０月２７日（土） １１月２４日（土） １２月１５日（土） 

◆時 間 １４：００～１６：００ 

◆場 所 静岡労政会館 ５階会議室 

◆弁護士 増本雅敏弁護士  ◆ 世話人 勤労協より２名出席 

（通信員 福井 豊） 

 

☆清水地域勤労協 

平和パネル展「沖縄を考える～沖縄戦から現代の沖縄問題～」を開催 

清水地域勤労協は、９月１８日（火）～ 

２２日（土）、はーとぴあ清水 1 階ギャラリーで平和パネル展『沖縄を考える～沖縄戦から現代の沖

各地区活動報告 
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縄問題～』を開催しました。 

 〈沖縄戦〉のコーナーでは『沖縄県平和祈

念資料館』より、沖縄戦の写真パネルを２０

点お借りし、また、〈現代の沖縄〉のコーナ

ーでは、『静岡・沖縄を語る会』の富田英司

氏所蔵の資料や写真を展示しました。 

沖縄では、終戦間近の１９４５年３月末に

不条理な砲弾や米軍によって、２０数万の命

と文化遺産、豊な自然と暮らしが奪われまし

た。その特徴は軍人より一般市民の戦死者が

多かったことでした。 

 この戦争体験が多くの沖縄県民の「ここ

ろ」の原点となっていきます。 

 今、沖縄で何が起きているのか、基地問題に加え、日米地

位協定を理解し見直しましょう。日本と米軍の関係に関心を

もち、行動を起こしましょう、そんな思いで展示をしました。 

 

おりしも、８月に翁

長雄志知事死去に伴

う沖縄県知事選挙（９

月３０日）目前の展示

となりました。沖縄の

問題は日本の問題と

密接なかかわりがあ

ります。皆様も一緒に

考えてみませんか。 

（清水勤労協事務局）  

 

☆掛川市勤労協 

「夏休み親子映画会」開催 

 

掛川勤労協では、恒例となっている夏休

み親子映画会を 8月 1日から 9日の間 7支

部 11 ヶ所で開催しました。子ども４７２

人、大人４９人、先生３人、役員延べ３２

人、計５５６人の参加をいただきました。

戦争のむごさ、悲しさを表した実録「広島

から子供たちへ」と「つるにのって」をは

じめ、日本昔話、ドラえもんなど娯楽も入

れ、大変喜ばれました。 

 

子どもたちに戦争の悲惨さを少しでも感じてもらえればと

思います。 

 

（左：アニメ「つるにのって」より） 
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手縫いの雑巾寄贈 

掛川勤労協では、毎年８月に会員手縫いの雑巾を特養ホーム等に寄

贈しています。８年目となった本年は８月３０日に特養ホームの福祉

の郷、大東苑にそれぞれ１５０枚を寄贈してきました。施設から雑巾

は何枚あっても足りない、特に手縫いは、柔らかく扱いやすくて大変

助かります、と大変感謝されました。 

大東苑では９６歳と１００歳のおばあさんに迎えられ、感激いたし

ました。 

 （通信員 岡田三郎） 

 

掛川勤協城北支部 

地域集会開催 

８月１８日（土）城北地区ふれあいセンターで、会員、市民２０名程度の参加を得て、午前９時３

０分から２時間行われました。 

堀内会長挨拶、鈴木副会長（掛川市議）の市政

報告のあと、茶菓を目の前にして、意見交換会

となりました。 

参加者の意見・要望の大きな事項は①県、市

発注の道路工事と近隣住民の支障等について②

広域避難所の市と地域の関係強化について③自

治区にある広報システムの活用について④遊休

農地をソーラー発電に活用のため、市に詳細な

情報提供を求める⑤ＧＰＳ機の活用は認知症対

策ばかりでなく、子どもの防犯対策にも⑥粟ヶ

岳を市民の健康や憩いの場、観光客誘致に市の

積極対応を⑦宝くじ補助金について等の発言が

あり、堀内会長、鈴木副会長から、市の実情や

議会の対応について、話がありました。 

不明なことについては、調査の上、後日報告されることになっています。 

反省点：①城北支部が微力とはいえ、若者、女性の参加がなかったことです。 

（通信員 城北支部・石山義博） 

 

☆袋井市勤労協 

第７回歌声喫茶 開催  

７月２３日２９名の参加により開催。 

季節の歌「海・浜千鳥・浜辺の歌」や懐かしい歌声とティータイム

で、楽しい時間を過ごしました。 

◆今回の「サラリーマン川柳」 

・ 効率化 進めて 気づく 俺が無駄 

・ スポーツジム 車で行って チャリをこぐ 

・ 父からは ライン見たかと 電話来る 

・ 「違うだろ！」 妻が言うなら そうだろう 

郷土新聞 
2018/8/31 
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  「ミニ盆栽教室」 

 

６月 25日（月）10時～12時  新規事業のミニ盆栽

造りは、20名の参加により勤労会館で開催。        

皆さん素晴らしい作品が完成。自宅玄関に潤いを。 

 

 

 

 

第 21回グラウンドゴルフ大会～広岡河川公園～ 

 台風のため延期となった大会を８月４日 85名の参加に

より開催した。 

熱中症を心配しボトルクーラーを用意したが、元気な参

加者からは『取り越し苦労だ』の声も・・・。  

無事終了できたことに感謝・感謝。  

入賞者の皆さん、おめでとうございます。 

男性の部      ・ 女性の部 

優勝 田中虎男   優勝 浅羽好枝 

２位 五明徳司   ２位 井口容子 

３位 植村  清   ３位 金井治子 

４位 宇野雅治   ４位 西川貴子 

５位 松本松夫   ５位 松尾セイ子 

 

 

 

第 10回 平和写真展 開催 ～８月１日～10日～ 

  

原爆・戦争の惨禍と恒久平和を訴える「平和写真展」を市役所

ギャラリーで開催した。 連日の猛暑日にも拘らず３５０名余

の来場者は、写真・ＤＶＤ・戦時下資料品等を熱心にご覧頂き

ました。 

会場でのアンケートに協力された皆さんの感想意見を順次掲

載します。 

 

「40代～50代 の皆さん」 

㊛ 祖父は亡くなりましたが、いつも晩酌の時に長崎の原爆の

話をしていたことを思い出します。 

 

㊚ 正面の写真のインパクトに平和の重要性を再認識しました。 

 

㊛ 被爆２世です。父は広島で被爆しましたが、60歳代まで普通の生活を送ることができました。 

でも最後は癌で亡くなりました。父は被爆していたことを家族に何も言いませんでした。母も知らな

かったようです。父の右手にはケロイドがありました。きっと辛い思い出だったと思います。 

今日は、父を思い出して一日を過ごします。 
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㊛ 見ていて泣けてしまいました。学校（中 

学校）でも写真展をして欲しいです。 

 

㊚ 可哀そうでした。みんな辛かったでしょうね 

 

「60代～70代 の皆さん」 

㊛ とてもビックリ。２度とないようお願いします。

可哀そうだ。これを見て声が出なかった。 

 

㊛ 来年中学生広島派遣事業５周年になります。記念

行事を市民の側から呼びかけてみたら如何でしょう

か。参加した中学生も 20歳を迎えたり高校生になっ

ているでしょう。是非 OB・OGの集いとして参加して、どう役立たせているか今の若い青年の声を聞

けるといいですね。 

 

㊛ 写真では知っていても、いつも見るのがつらい。 

 

㊛ 子供達に伝えていきたい。私もよく知らない事ばかりでした。 

 

㊚ 毎回来ているが、初回と変わらぬ心の痛みをいつも感じる。嫌だね。 

 

（袋井勤協ニュース NO.435より） 

 


